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  １２月１７～２４日の日程で、韓国体育大学校柔道女子チーム２５名
が本学で強化合宿を行いました。韓国体育大学校と本学は、昨年３月に

国際交流協定を締結し、今年２月には本学から柔道部１９名が同大学校

を訪問して合同強化合宿を行うなどして交流を図っています。 
 １８日（金）には韓国体育学院柔道部を代表して程鉉澤（ﾁｮﾝ ﾋｮﾝﾃ）
監督と韓国ナショナル強化指定を受けている李貞銀（ｲ ﾁｮﾝｳﾝ）選手が柴
田町の滝口町長を表敬訪問しました。懇談でチョン監督は「韓国体育大

学校と仙台大学の選手が国際大会の決勝で対戦できるように、互いに頑

張りたい」と話されました。 
 ２３日には合宿の締めくくりとして交流試合（１０人戦）が行われ、

熱戦が繰り広げられました。県内の柔道関係者や、朴澤学長をはじめと

する教職員が見学に訪れました。同日には歓送迎パーティーが学生食堂

で執り行われ、合宿の慰労と今後の両大学の活躍を祈念し、交流を深め

ました。なお、この会ではこの度㈱ＧＡＮＢＡＸより提供いただいた本

学の「Welcome party」と「Farewell party」の幕も初めて披露されまし
た。 

韓国体育大学校の柔道女子チームが本学で 

強化合宿開催 

Monthly Report 

 

学生の活躍や、取組みをご存知で

したら広報室までお寄せくださ

い。Monthly Reportで紹介する
他、報道機関にも旬な話題を提供

していきたいと考えております。 

 

また、本誌へのご意見・ご質問等

がございましたら、広報室までご

一報ください。 

 

広報室 

 直通 0224-55-1802 
 内線 佐藤美保 256 
    土生佐多 200 
    伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 
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現代ＧＰ『地域密着型の健康づくり支援システムの構築』最終報告会 

 １２月１３日（日）にホテル原田inさくら（柴
田町内）において現代ＧＰ『地域密着型の健康づ

くり支援システムの構築』の最終報告会が開催さ

れ、関係した学生、教職員、この事業に参加した

柴田町の方、合わせて約２００名が参加しまし

た。 
 報告会の第１部では、早稲田大学の岡浩一郎先

生による基調講演「これからの地域における健康

づくりと今後の課題―大学の役割と行政の役割

―」を行い、東京都や新潟県で実施したモデル事

業を例に、「地域の健康づくりに地域住民・行

政・大学の連携が欠かすことはできない」などの

話しがありました。 

 第２部では、橋本学科長が事業の３年間を振り

返り、「学生は地域の方々と共に学ばせていただ

きありがとうございました。学生が地域社会にと

け込む事で地域の活性化につながり、高齢者の方

も運動を続ける活力となったのではないかと思い

ます。大学・町・高齢者の３者にとって良い事ば

かりで、今後もこの事業を続けて行きたいです。」

と報告しました。 
その後、健康づくり運動サポーターが来場者と

共に「楽しい運動」を行い、これまで培ったスキ

ルを披露し、盛会のうちに終了しました。 

 １２月３日(木)にA棟大会議室において第３回健康づ
くり運動サポーター認定証書授与式が執り行われ、取

得者一人ひとりに朴澤学長から認定証書が手渡されま

した。今回認定されたのは初級１７名と中級４名の延

べ２１名で、これまでの累計取得者は初級が８１名、

中級が１５名となりました。 
 今年度は新型インフルエンザの影響により、健康講

座が延期になったり、予定していた学生が参加できな

くなったりなど、実習がスムーズに進まず、取得が遅

れています。しかし、２１年度内には現在受講中の学

生たちは、取得できるように進めているところです。 
認定書を受け取った学生の中には４年生も多く、朴澤

学長が「就職先でも是非、この資格を生かしてよい仕

事をして欲しい」と訓示されました。 

第３回健康づくり運動サポーター認定証書授与式 

１２月３日(木)にA棟大会議室において現代ＧＰ「健
康づくり運動サポーター養成事業」の第４回大学･地域

評価委員会が開催され、健康づくり運動サポーター事

業の実施状況・認定状況・プログラムの履修状況の報

告と、決算報告がなされました。委員の方々からも積

極的にご意見や提言を頂戴し、たいへん有意義な会と

なりました。 
また、委員会から３月中旬に総括となる大学･地域評

評価委員会の開催要望があり、実施する事になりまし

た。 

第４回 現代ＧＰ「健康づくり運動サポーター養成事業」大学･地域評価
委員会 
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第３回就職ガイダンス 

１１月１０日(一般企業系)ならびに１２月１日
（公務員系）の２日にわたり、第３回就職ガイダ

ンスが開催され、3年生（２年生のキャリアプラン
ニング学生含む）総計約４００名の参加がありま

した。 

神奈川県横浜市と愛知県名古屋市の小学校教員

採用試験に合格し、合格者名簿登載を受けた千葉

智美さん（体育学科４年）からは、「勉強を習慣

づける事が大事」と、毎朝１時間の早朝ランニン

グの後に勉強をしていた事の経験に基づく話がさ

れ、「図書館に行くと友達が勉強していること

が、自分の焦り・勇気となった、４年生になって

からは部活と勉強を両立し、辛かったが、最後の

大会（トライアスロン）で満足の行く成績をおさ

めることができ、就職の面でも合格者名簿に登載

され、最高の結果を出す事ができました。皆さん

も自分の目標に向かって頑張って下さい。」と話

がありました。聴講した学生も、就職戦線が厳し

い状況の中で内定・採用試験に合格をした４年生

の話を聞いて就職活動への意識を高めているよう

でした。 

 12月17日、Ａ301演習室において仲野研究室と柳
研究室の学生ら18名が体験学習「ライフプランニ
ング授業｣を体験しました。 
まず、6～７名で１グループ、計3グループ（男
女＆両ゼミ混合）にわかれ、人生設計のプロ

フェッショナルであるライフプランナー＊が講師

となり、グループに１名のライフプランナーが加

わり、将来の家族計画を想定し、将来実現したい

計画や夢をシュミレーションソフトを使用しなが

ら検証しました。 
家族が増えるごとに教育費が増加したり、旅行

などの資金計画の必要性や万が一への備えなど、

グラフ化された収支の未来予想図に、真剣な眼差

しで取り組む姿が見られました。 
今回、ライフプランニングの授業はソニー生命

保険㈱が社会貢献の一つとして行っている人生設

計の体験学習で、現在全国の中学校や高校、大学

あわせて100校を超えて実施展開している授業だそ
うです。同社の長谷川さんが仲野教授と知人（ス

ペシャルオリンピックス日本・宮城：テニスプロ

グラムのコーチ仲間）であることから、研究室の

学生らの将来設計のヒントになるであろうと、学

生のキャリアプランニングのひとつに繋げること

を目的に開催したものです。この様子は宮城テレ

ビの取材を受け、同日の「ＯＨ！バンデス」で放

映されました。 
＊ライフプランナー・・・ソニー生命保険㈱の登

録商標 

企業が提案する「ライフプランニング授業（体験学習）」を、仲野・柳研

究室合同ゼミで実施 

～ グループごとに仮想家族をつくり人生設計の疑似体験 ～ 



Monthly Report  4 

 

 １２月８日にB300教室において第８回スポーツ
栄養セミナーが開催され、運動栄養学科の学生約

１３０名が参加しました。今年は江崎グリコ株式

会社の吉谷佳代氏を講師に招き「スポーツサプリ

メントの研究開発の現場における管理栄養士とし

ての仕事」という演題で講演していただきまし

た。吉谷氏はスポーツサプリメントの研究開発を

しながら、管理栄養士としてトップアスリートに

食事とサプリメントの指導もされている方です。 
講演ではお菓子の製造工程、サプリメント開発の

魅力や苦労話、選手への食事やサプリメント指導

などの説明がされた後、学生へのメッセージとし

て、「学生時代はインプット（知識を貯める）

し、社会に出た時にアウトプット（知識を活か

す）しなければなりません。社会に出た時のため

に学生の内に多くの事にチャレンジし、知識をた

くさん蓄えて下さい。」とのアドバイスをいただ

きました。 

スポーツ栄養セミナー開催 

試験に臨む卒業生が母校・仙台大学に集い「受験

験者激励会」が開催された。 

 朴澤学長からの激励に続き、東京アカデミー小田

嶋講師による「国家試験の動向」について講義がな

された。合格のための直々のアドバイスがあり、真

剣に聞き入っている参加者たち。さらに、管理栄養

士に合格した卒業生による体験談では、運動栄養学

科1期生の櫻井敬子さんと佐藤亜樹さんが心のこ

もった体験談を披露した。実体験が参加者の心に響

いている様子が感じられた。参加者からの質問も積

極的に展開され、一つ一つの質問に対して、アカデ

ミー小田嶋講師と合格者二人の率直な返答がなされ

た。 

 参加した受験生は意気軒昂に闘志を燃やして、そ

の場をあとにした。 

＜仙台大学管理栄養士国家試験「合格修錬会」＞ 

管理栄養士国家試験 「第１回受験者激励会」を開催 

 １２月４日に平成２１年度仙台大学教職員親睦

会総会・忘年会がホテルメトロポリタン仙台にお

いて開催され、法人本部からは小島専務理事をは

じめ星常務、斎常務理事のご出席をいただき総勢

１３４名が参加する盛大な会となりました。 
総会において、年次活動報告および会計報告(中

間)が行われた後、続いて忘年会が開催されまし
た。今年度の催しとしては、本学卒業生である吉

田葵衣さん(体育学科卒）のフラメンコのグループ
「Lotus(ロータス)」を招き、マリンバ・ピアノ・
フラメンコのコンサートが行われました。吉田さ

んは明成高校から進学し、本学を卒業後、本場ス

ペインへフラメンコ留学し本場の舞台で経験を積

まれました。音楽とフラメンコの共演に魅了され

た忘年会となりました。 
 

平成２１年度 仙台大学教職員親睦会総会・忘年会 
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 １２月１０日～１２日の日程で、上海体育学院

から党委書記の虞 麗娟氏はじめ５名が来学しまし

た。１１日に行われた国際交流大学間会議では、

今後の両大学の交流について積極的な意見交換が

なされました。この他、施設見学や宮城県内の観

光を行い、日本文化にも触れていただきました。 

同学院と本学は、平成１４年５月に国際交流協

定を結び、研究生を受入れるなどして交流を図っ

ております。平成２０、２１年には中国国費留学

生として本学から学生２名が派遣され同学院で知

識を深めています。 
 
 
今回の来訪者 

  虞 麗娟（党委書記）、陳暁峰（学長室長）、 

  陸愛云（図書館長）、金銀日（通訳）、 

  毛倩（国際交流処長補佐）  

上海体育学院から党委書記の虞 麗娟氏はじめ５名が来訪 

 来年４月に船岡南倉庫跡地に開所する国際交流

会館の地鎮祭が１２月６日(日)に執り行われ、法人
本部から小島専務理事と星・齋常務理事、本学か

ら朴澤学長はじめ佐藤副学長、森国際交流セン

ター長、佐々木事務局長、管理課の丸谷課長と鈴

木職員が参列しました。国際交流センターは、外

国人留学生の寮室を３９部屋有する３階建てで、

海外からの来賓の宿泊施設としても利用が予定さ

れています。 

国際交流会館（２０１０年４月完成予定）地鎮祭 

 分煙を目的として、学内にある喫煙所２箇所（B・C棟
間、第一体育館北側）に囲いが設置されました。これまで

は枠がなかったために喫煙所付近の広範囲で喫煙する姿が

見られました。今後は、分煙のため、囲いの中での喫煙を

よろしくお願いします。また、名称を禁煙指導室として、

学内での禁煙を推し進めていくそうですので、皆様のご理

解とご協力をお願い致します。 

喫煙所から禁煙指導室へ ～非喫煙者に害を与えない、学生に禁煙を推し測るための試み～ 
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 １２月５日（土）に札幌近郊同窓会がホテルポールスター札幌（札幌市内）で開催され、本学からも朴

澤学長、同窓会会長の鈴木省三教授、副会長の半澤和茂さん、宍戸教授が出席し、本学の近況を報告する

などして交流を深めました。 
開催地が北海道札幌であるにもかかわらず８０名もの参加を頂き、北海道支部の本学への期待と同窓生

生の結束の固さが感じられ、大変ありがたい同窓会開催でありました。 

札幌近郊同窓会 

 １１月２８日（土）にホテル白萩（仙台市青葉区）において、第８回仙台大学高校会が開催されまし

た。仙台大学高校会は、仙台大学の卒業生で、県内の高等学校に勤務する管理職・体育教員並びに講師で

組織された会です。 
 当日は高校会から３２名と本学から１３名の計４５名が参加し、滝川雅啓会長（利府支援学校教頭）よ

り冒頭の挨拶があり、引き続き、福岡梓教諭（古川学園高校・硬式野球部監督）から秋季高校野球宮城大

会優勝報告・阿部由晴教諭（常盤木学園高校・女子サッカー部監督）から大会史上初となる全日本女子

ユースサッカー選手権３連覇報告などが行なわれました。また、本学からは朴澤理事長・学長から大学の

現況報告、佐々木事務局長兼入試創職室長から同窓生教員推薦制度への協力依頼などが行なわれました。

大学と同窓生教員との連携強化が確認され、盛会裏に終わりました。 

仙台大学高校会 
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ＹＯＳＡＫＯＩソーラン部ＪＡＮＢＡＲＩ！宛に御礼状が届いております 

スポーツマネジメント実習」・「生涯スポーツ指導実習」で活動した学生

と担当教員の馬場先生に対して御礼状が届いております 
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学生のゴミ捨てに関する意識改革をすること目指

し、①ゴミ捨てマナーを守ること、②エコロジーと

マナーアップをめざし、地球温暖化防止プロジェク

トチームと題した事務局が中心となって提案し、エ

コ（特にゴミ）についての川柳・標語、今後のキャ

ンペーン名を教職員・学生に募集しました。   
応募総数６２通の作品は、プロジェクトチームに

より下記のとおり選出されました。応募された皆

様、ご協力ありがとうございました。選出された

方々には、賞品として仙台大学オリジナルグッズが

送られました。 
 

エコ川柳・標語 募集について 

佐藤佳代子さん 藤澤里緒さん 高橋英美さん  外川 晋さん 

○ キャンペーン名 優秀賞 
       「GREEN SPORT＆CLEAN SPORT」（中房敏朗教授） 
○ 優秀作品 「捨てちゃうの？ ゴミと マナーと 思いやり」（佐藤佳代子さん・学生支援室） 
○ 佳  作   「ばれなきゃいい ゴミのポイ捨て だめだよね」（高橋英美さん・運動栄養学科１年） 
       「まあいっか！ それが重なりゴミ大学」（藤澤里緒さん・運動栄養学科１年） 
       「そのゴミを あなたは部屋に 捨てますか」（外川 晋さん・運動栄養学科１年） 
       「見ないふり しないで 未来の教師たち」（広報室） 

 「見ているよ きみの教え子 未来から」（ 広報室 ） 
 

今後は、ポスターなどに掲示し学生らに呼びかけていく予定です。 

＜仙台大学地球温暖化防止プロジェクトチーム ＞ 

 粟木一博教授も執筆した『最新の研究による「ルルブル」のすす

め』（宮城県教育委員会発行）が県内の小学校で配られ、宮城県の

ＨＰにも掲出されています。http://www.pref.miyagi.jp/kyou-
kikaku/ruruburupanfu.pdf 
成長期の子供たちに大切な生活習慣が身に付くよう、各家庭で取

り組むためのヒントや解説がわかりやすく紹介されています。小さ

いお子さんがいるご家庭では是非、ご活用下さい。 
 
「ルルブル」とは・・・宮城県が推進している 

しっかり寝ル・きちんと食べル・ 

よく遊ブで健やかに伸びル元気な子 

粟木一博教授も執筆した宮城県教育委員会発行『最新の研究による

「ルルブル」のすすめ』 
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  １２月１２、１３日に行われた豊田国際体操競技大会において、関口栄一選手が種目
別：跳馬で１６．３２５（1回目：16:575、2回目:16.075）の高得点で優勝しました。 
 

ＯＢの関口栄一選手が跳馬で金メダル 

日本体操協会公式HPより 

来年３月２～１０日に行われる体操のワールド

カップシリーズ モントリオール大会に、亀山耕平
(体育学科３年)の派遣が決定致しました。 
亀山は今年５月の「第４３回東日本学生体操競技

技選手権大会」で種目別あん馬を制すると、１１月

の「第６３回全日本体操競技団体・種目別選手権大

会」でも種目別あん馬を制して優勝するなど、あん

馬種目においては日本を代表する選手に成長しまし

た。 
１月２５～３１日のナショナル強化合宿を経て、

て、初のワールドカップの地を踏むことになりま

す。世界大会での亀山の活躍にご注目下さい。 
 １２月１０日（木）には朴澤学長に優勝と、ワー

ルドカップシリーズ出場決定の報告を行いました。 

亀山耕平の体操ワールドカップ派遣が決定 

 柔道部の田中美衣さん（体育学科４年）が、女

子柔道６３㎏級日本代表として１１月２８日に中

国・青島で行なわれた「柔道グランプリ青島大

会」、１２月１２日(土)に香港で行われた東アジア
大会に出場し、両大会で金メダルに輝きました。 
柔道には今年からポイント制が導入され、田中

さんは現在４２０ポイントで世界ランキング７位

となっています。来年１月１６、１７日にランキ

ング１５位以内の選手だけで争われる２０１０

ワールドマスターズ（韓国開催）への出場が決

まっています。 

田中美衣さんが柔道ＧＰ青島大会（中国）、東アジア大会で金メダル 

国際柔道連盟ＨＰより 
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 １１月２９日（日）に第４体育館を会場にして第１４回新体操演技発

表会が行われ、ジュニア新体操教室に通う子ども達が日頃の練習の成果

を披露しました。子ども達の保護者や一般の観覧者２８６名が見守る

中、可愛らしくも堂々とした演技で開場を魅了しました。 
 また、本学の新体操競技と男子新体操同好会が参加して、このイベン

トに彩を与えました。 

第１４回 新体操演技発表会盛会裏に閉幕 

 １月２３日（土）にえずこホールにおいてDAN 
DAN DANCE & SPORTS 6thが催されます。このイ
ベントは踊る事を通して地域交流を図るイベント

で、県南に活動拠点を持つダンスグループが出演を

予定しており、本学からも新体操競技部をはじめ多

くの学生が参加を予定しています。音楽や照明を効

果的に使った迫力あるダンスは必見です。どうぞご

来場下さい。 
 
 日程：１月２３日（土）１４時（１３時半開場） 
 場所：えずこホール＜大河原町字小島1-1＞ 
 ※入場無料  

ＤＡＮ ＤＡＮ ＤＡＮＣＥ ＆ ＳＰＯＲＴＳ ６ｔｈ 

１月７、８日に東京ビッグサイトにおいて「平成２１年度大学教育

改革プログラム合同フォーラム」が開催され、３ヵ年計画の最終年度

となる本学も、現代GP『地域密着型の健康づくり支援システムの構
築』ポスターセッションに参加することが決まりました。 

このフォーラムは、文部科学省が国公私立大学の大学教育改革を目

的に選定された取組みが一堂に会し、積極的な意見交換や議論を交わ

すことで、その取組みの教育的財産の共有を図ることを目的としてい

ます。フォーラムは、「基調講演」、「職員向け講演」、「各プログ

ラム別の分科会」及び選定された取組を紹介する「ポスターセッショ

ン」から構成されています。 

なお、ポスターセッションは１１時～１６時半の時間で行われま

す。 
 
詳細は（財）文教協会ＨＰでご確認下さい。 
http://www.bunkyo21.org/ 

平成２１年度大学教育改革プログラム合同フォーラム 
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（学）朴沢学園 創立１３０周年記念企画展ならびに開放講座のご案内 

明治１２年に松操私塾として創設された本学園、朴沢学園について、「公文書資料」「明治時代の教

教材」「卒業生作品」とともに、130年の歴史と実学の継承を広く宮城県民のみなさまにご紹介しま
す。 
今回の展示でも公開する「朴澤学園公文書資料集」は、全国的にトップレベルの公文書管理が整備さ

されている宮城県公文書館、関係機関の協力を得て、国へ提出された開学願をはじめとする貴重な複製

資料です。 
 また、同日程で開放講座が下記日程で開催されます。入場無料ですので、ご家族とともに是非ともお

～朴沢学園と宮城県文化振興財団が共催～ 

企画展  日時 ： 平成２２年１月５日（火）～７日（木）（9：00～16：00まで） 
      場所 ： 東京エレクトロンホール宮城（宮城県民会館）5Ｆ 501号室 
 開放講座 １月５日（火）午前10：30 ～ 12：00 『日本の国のかたち』 
             午後13：30 ～ 15：00 『宮城のかたち』 
        ６日（水）午前10：30 ～ 12：00 『奥の高野、霊場松島』 
             午後13：30 ～ 15：00 『華人政宗と仙台藩の国づくり』 
講  師    元宮城県図書館長、仙台大学客員教授 伊達宗弘先生 

 １月９、１０日に、仙台大学Ｓ＆Ｃ研究会が、「子どもとトレーニング」に関するワークショップ

を開催します。講師には、ニュージャージー大学で教鞭を執っているＳ＆Ｃのスペシャリスト、フェ

イゲンバウム博士を招聘します。教職員の皆さまも振るってご参加下さい。詳細はトレーニングセン

ターにお問い合わせ下さい。 

第１回 仙台大学 Ｓ＆Ｃワークショップ開催のご案内 

Ｓ＆Ｃ（ストレングス＆コンディショニング）コーチとは 

 アスリートをよりよいアスリートにするための身体的、精神的手助けをする職業。ウェイトやコンディショニングトレーニン

グはもちろんのこと、スピード＆アジリティー、柔軟性のトレーニングや、体型改善、メンタルケアなど、多岐にわたる方法で

アスリートが『勝つ』ためのサポートを行う。 

日 時 ： 平成２２年１月９日（土）13:00～17:15 

       １月10日（日）10:00～15:30                

場 所 ： 仙台大学  B棟300教室、第一体育館                 

受講生 ： 学生・一般あわせて約２００名（予定）               

内 容 ：【講 義】１．こどもとストレングストレーニング 

            ２．コーチのための１ダースのアイデア 

  【実 技】１．子どもとメディスンボールトレーニング 

           ２．プライオでプレイ 

ＯＢの松林篤美
まつばやしあつみ

さんがアクロバットダンス・カンパニーＧ－Ｒｏｃｋｅｔｓのメ

ンバーとして年末のＮＨＫ紅白歌合戦の舞台に 

 今年３月に体育学科を卒業した松林篤美さん(在
学中：体操競技部)が、年末のＮＨＫ紅白歌合戦で
赤組の水森かおりさん（演歌歌手）のバックダン

サーを務めるという情報を、小西准教授から頂き

ました。 
 松林さんが所属するアクロバットダンス・カン

パニー「Ｇ－Ｒｏｃｋｅｔｓ」は、かつて体操選

手や新体操選手などとして活躍した女性たちが、

その驚異的な身体能力から繰り広げられるバク転

や宙返りなどのアクロバットと、ジャズ・ヒップ

ホップ・モダンバレエなどのダンスを融合させ、

アクロバットダンスという新カテゴリーを築きあ

げ、エンターテイメント界に新風を巻き起こして

います。（http://www.g-rockets.jp/） 
 今回初めて水森かおりさんから「Ｇ－Ｒｏｃｋ

ｅｔｓ」に依頼があったそうで、紅白歌合戦では

１６人のメンバーと共に出演するそうです。 
出演予定時刻は１９時３０分頃ということです

ので、年末を楽しみに待ちましょう。 
 
松林篤美さんのブログ紹介 
  http://ameblo.jp/70a80/ 


